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初度費の支払いを伴う契約の取扱いについて（通知）

標記について、第１０５回防衛調達審議会における随意契約等に係るサンプリング調査審議

の結果、初度費の取扱いについて契約書上明示すべき旨指摘を受けたところである。

このため、初度費の支払いを伴う契約の取扱いについて、下記のとおり定めたので通知する。

記

１ 契約担当官等は、初度費の支払いを伴う契約を行うときは、当該初度費をもってその費用

に充てる設計及び試験の実施並びに専用治工具、専用機械、専用装置及びライセンスの取得

等に係る条件について約定するものとする。

２ 前項の規定は、原則として、別紙の条項を基本として行うものとする。ただし、当該契約

担当官等が所属する機関の長が初度費の支払いに係る調達物品等の特性に応じた基本契約条

項を別に定めるときは、この限りではない。

３ 前２項に定めるもののほか、この通知の実施に必要な細部事項は、装備政策部装備政策課

長が定める。ただし、特定の機関にのみに関わる事項は当該機関において定めることができ

る。



（別紙）

初度費をもってその費用に充てる設計費等の取扱いに係る約定

（初度費）

第○条 乙は、本契約の締結後速やかに、甲に対し、初度費をもってその費用に充てることが

予定される設計及び試験の実施、並びに専用治工具、専用機械及び専用装置（以下「専用治

工具等」という。）の取得の内訳を記載した書面を提出し、確認を受けるものとする。

２ 乙は、将来において甲との間で同種の契約を締結した場合は、本契約における初度費に係

る設計及び試験の成果を活用し、かつ、専用治工具等を使用して、当該契約を履行するもの

とし、当該設計若しくは試験又は専用治工具等に係る費用を重複して請求しないものとする。

３ 乙は、将来の契約を含む甲との間の契約の履行のためにのみ、本契約において実施した設

計及び試験の成果並びに本契約において取得した専用治工具等を使用するものとする。ただ

し、甲と別途協議して定めるところにより相応の対価を負担するときは、この限りでない。

（専用治工具等）

第○条 専用治工具等の所有権は、乙に帰属する。

２ 乙は、専用治工具等の取得が完了したときは、甲に対し、速やかに報告するものとする。

３ 乙は、前条第２項の目的を達するため、甲と別途協議して定める期日までの間、善良なる

管理者としての注意をもって、専用治工具等を維持管理するものとする。この場合において、

一又は複数の専用治工具等が、乙の故意又は重過失によらずして通常の使用に耐えない状態

となったときは、甲にその旨を通知した上で、修補又は更新するものとする。なお、前条第

２項の目的を達成した後の専用治工具等の取扱いについては、別途協議するものとする。


